
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
が
２
月

日
開
会
さ

28

れ
、
平
成

年
度
当
初
予

30

算
９
件
、
専
決
処
分
の
承

認
２
件
、
補
正
予
算
６
件
、

条
例

件
、
事
件

件
、

22

11

人
事
１
件
の
計

件
が
上

51

程
さ
れ
ま
し
た
。

除
雪
費
増
額
専
決
処

分
、
合
計

億
円
超

20

専
決
処
分
は
除
雪
経
費

の
増
で
、
１
月

日
に
８

16

億
５
０
０
０
万
円
、
２
月

日
に
５
億
５
０
０
０
万

14円
を
専
決
処
分
し
、
当
初

予
算
額
６
億
２
５
１
万
７

千
円
に

億
円
増
や
し
、

14

合
計
で

億
円
を
超
え
ま

20

し
た
。

平
成

年
度
の
決
算
額

28

で
は

億
４
４
１
５
万
円

10

で
、
昨
年
度
の
２
倍
近
く

に
な
り
ま
し
た
。

閉
校
後
の
栄
小
校
舎

活
用
し
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー

補
正
予
算
で
は
、
国
の

補
正
に
伴
う
閉
校
後
の
栄

小
学
校
校
舎
を
活
用
し
た

先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
拡
張
工
事
に
１
億
１

８
０
９
万
円
、
国
の
補
正

に
伴
う
担
い
手
確
保
・
経

営
強
化
支
援
事
業
費
補
助

金
が
７
７
２
７
万
円
、
過

疎
債
ソ
フ
ト
を
財
源
と
す

る
公
共
施
設
整
備
基
金
へ

の
積
立
金
１
億
５
２
１
０

万
円
、
加
茂
水
族
館
整
備

振
興
基
金
へ
の
積
立
金
２

億
５
８
０
０
万
円
、

年
28

度
の
決
算
剰
余
金
の
一
部

を
活
用
し
市
債
償
還
元
金

９
億
９
６
７
８
万
円
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

過
疎
債
ソ
フ
ト
（
充
当

率
１
０
０
％
、
交
付
税
措

置

％
）
に
つ
い
て
は
、

70
平
成

年
度
か
ら
発
行
上

29

限
額
ま
で
基
金
に
積
立
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
将
来
の
公
共
施
設
の

除
却
に
充
て
る
計
画
で

す
。

総
合
計
画
策
定
条
例
、

法
で
は
不
要
の
議
会
議

決
得
る
た
め
提
案

条
例
で
は
、
総
合
計
画

策
定
条
例
の
制
定
は
、
平

成

年
５
月
に
地
方
自
治

23
法
改
正
に
よ
り
総
合
計
画

の
基
本
構
想
の
議
会
議
決

の
規
定
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
基
本
構
想
の
議

会
議
決
を
得
る
た
め
に
制

定
し
ま
す
。

市
で
は
新
た
な
総
合
計

画
（
平
成

～

年
度
）

31

40

ヵ
年
の
計
画
を
総
合
計

10画
審
議
会
で
審
議
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
、
基
本
構
想
を
平
成

年
３
月
定
例
会
に
提
案

31す
る
予
定
で
す
。

文
化
会
館
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正
は
、

平
成

年
４
月
１
日
か
ら

30

指
定
管
理
に
移
行
す
る
と

し
て
い
た
も
の
を
最
大
３

年
間
延
期
し
、
当
面
直
営

で
お
こ
な
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」

を
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
未

来
基
金
」
と
し
、
当
初
旧

町
村
を
対
象
に
し
た
計
画

か
ら
市
全
域
を
対
象
に
広

げ
、
「
地
域
社
会
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
振
興
及
び
均

衡
あ
る
発
展
の
た
め
の
基

金
」
と
し
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
批

准
求
め
る
請
願
、
８
日

委
員
会
審
査

市
民
の
請
願
は
１
件

で
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
・
批
准
を
国
に
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
請
願
」
（
つ
る
お
か
被

爆
者
の
会
・
原
水
禁
鶴
岡

田
川
地
区
協
議
会
・
原
水

禁
田
川
地
区
会
議
）
で
、

紹
介
議
員
は
山
田
守
、
加

賀
山
茂
、
草
島
進
一
議
員

で
す
。

８
日
の
総
務
常
任
委
員

会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
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稲生2-33-47
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閉校後先端研究産業支援センター整
備が計画されている栄小

日本共産党市議団一般質問

長谷川剛議員
１．一般住宅の耐震化について

２．学童保育について

坂本昌栄議員
１．介護保険事業について

２．障害者福祉事業について

３．学校の図書館の職員について

山田 守議員
１．公契約条例のあり方について

２．鶴岡市の平和事業の取り組みについて

加藤鑛一議員
１．藤島エコタウン事業について

２．東田川文化記念館の指定管理について

菅井 巌議員
１．生活困窮者対策について

ぜひ傍聴においで下さい！

皆
川
市
長
の
選
挙
公
約

で
あ
る
「
市
長
給
与
の
３

割
カ
ッ
ト
」
は
昨
年

月
12

議
会
で
自
公
会
派
の
反
対

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
地

方
自
治
法
第
１
７
４
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
「
第
三

者
に
よ
る
新
文
化
会
館
建

設
に
関
す
る
調
査
・
検
証

専
門
委
員
」
を
設
置
し
、

弁
護
士
、
行
政
法
専
門
の

有
識
者
、
建
築
・
デ
ザ
イ

ン
専
門
の
有
識
者
の
３
人

を
選
出
す
る
と
し
て
い
ま

す
。本

年
９
月
を
目
途
に
第

三
者
委
員
会
の
報
告
の
結

果
を
待
っ
て
、
妥
当
な
市

長
給
与
減
額
措
置
を
検
討

・
実
施
す
る
考
え
で
す
。

給
与
減
額
は
本
年

月
10

か
ら
３
割
減
額
し
、
昨
年

月
就
任
時
か
ら
減
額
開

10始
月
ま
で
の
３
割
減
額
相

当
分
は
上
乗
せ
し
て
調
整

す
る
考
え
で
、
こ
れ
ら
の

内
容
は
９
月
議
会
に
提
案

さ
れ
る
予
定
で
す
。

党
市
議
団
は
昨
年

月
11

日
の
予
算
要
望
で
、
重

22点
要
望
事
項
と
し
て
「
新

文
化
会
館
の
建
設
に
関
わ

る
経
緯
に
つ
い
て
、
第
三

者
委
員
会
を
設
置
」
を
求

め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
応
え
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。



鶴
岡
田
川
革
新
懇
の
主

催
で
学
習
講
演
会
「
ド
イ

ツ
と
日
本
の
憲
法
を
語

る
」
が

日
、
勤
労
者
会

24

館
で
開
か
れ
、
党
市
議
団

も
参
加
し
ま
し
た
。

代
表
世
話
人
の
笹
山
一

夫
氏
が
「
安
倍
政
権
が
憲

法
９
条
に
自
衛
隊
を
書
込

も
う
と
し
て
い
る
。
９
条

の
存
在
が
問
わ
れ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
で
も
、
徴
兵

制
が
と
ら
れ
て
き
た
実
態

が
あ
る
」
と
し
、
い
ま
の

憲
法
問
題
を
深
く
と
ら
え

る
た
め
の
学
習
会
に

し
た
い
旨
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

「
ド
イ
ツ
の
憲
法
」

に
つ
い
て
講
演
を
行

っ
た
、
森
国
一
郎
氏

（
大
山
在
住
）
は
１

９
８
２
年
か
ら
ド
イ

ツ
に
滞
在
し
、
１
９
８
９

年
か
ら
東
西
ド
イ
ツ
で
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
活
動
さ
れ
た

経
歴
を
も
っ
て
お
り
、
実

体
験
か
ら
見
た
ド
イ
ツ
の

憲
法
の
変
遷
に
つ
い
て
語

り
ま
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
終
結

後
の
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国

の
も
と
で
の
憲
法
成
立

が
、そ
の
特
徴
と
し
て
「
強

い
大
統
領
権
限
」を
も
ち
、

大
統
領
緊
急
令
（
安
倍
政

権
が
考
え
て
い
る
緊
急
事

態
条
項
に
相
当
）
が
１
９

３
２
年
の
国
会
議
事
堂
放

火
事
件
で
発
令
さ
れ
、
そ

し
て
国
家
緊
急
事
態
宣

言
、
全
権
委
任
法
が
次
々

と
施
行
さ
れ
ヒ
ト
ラ
ー
内

閣
が
成
立
し
た
経
過
を
説

明
し
、
「
ヒ
ト
ラ
ー
は
法

を
作
り
、
施
行
で
き
る
、

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
独

裁
者
と
な
り
、
憲
法
が
死

ん
だ
状
態
に
な
っ
た
」
と

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
後
は
独
裁
政

治
を
生
み
出
し
た
反
省
と

教
訓
か
ら
、
ボ
ン
基
本
法

が
制
定
さ
れ
、
第
１
条
に

「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵

で
あ
る
。こ
れ
を
尊
重
し
、

及
び
保
護
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
国
家
権
力
の
義
務

で
あ
る
」
と
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
ド
イ
ツ
の
子
ど
も

た
ち
が
学
校
教
育
の
場
で

学
ん
で
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
「
日
本
の
憲
法
」

に
つ
い
て
工
藤
博
司
氏
が

「
安
倍
９
条
改
憲
の
も
た

ら
す
も
の
」
と
題
し
て
講

演
し
、
安
倍
政
権
が
「
や

る
な
ら
２
０
１
８
年
し
か

な
い
」
と
３
月
ま
で
に
自

民
党
案
を
と
り
ま
と
め
、

秋
の
臨
時
国
会
で
発
議
さ

せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
強

ま
っ
て
い
る
」
と
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
安

倍
政
権
、
自
民
党
の
考
え

が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の

変
遷
に
重
な
り
合
い
、
特

定
秘
密
保
護
法
、共
謀
罪
、

安
保
法
制
な
ど
に
繋
が

り
、
今
度
は
憲
法
そ
の
も

の
を
改
悪
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
な
ん
と
し
て
も
９

条
改
憲
は
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
感
想
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ドイツの憲法を語る森国氏

地
域
公
共
交
通
の
確
保

維
持
活
性
化
と
市
営
バ
ス

の
運
行
な
ど
に
つ
い
て
協

議
す
る
平
成

年
度
第
４

29

回
鶴
岡
市
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
（
兼
鶴
岡
市
地

域
公
共
交
通
会
議
）
が
２

月

日
開
か
れ
ま
し
た
。

23地
域
公
共
交
通
確
保
維

持
活
性
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
バ
ス
事
業
者
の
庄

内
交
通
、
県
ハ
イ
ヤ
ー
協

会
鶴
岡
支
部
な
ど
が
報
告

し
ま
し
た
。

バ
ス
に
よ
る
輸
送
人
員

は
、
路
線
の
減
少
と
自
家

用
車
の
普
及
に
よ
り
毎
年

減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

観
光
客
の
増
加
や
運
転
免

許
証
の
返
納
者
が
急
激
に

伸
び
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
平
成

年
度
は
前
年

29

度
よ
り
約

万
人
増
加
に

10

転
じ
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
市
内

社
の
バ

10

ス
運
転
手
は
、

代
以
上

50

が

％
を
占
め
て
お
り
、

77
担
い
手
確
保
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

利
用
拡
大
の
取
り
組
み

と
し
て
、
庄
内
交
通
で
は
、

２
月
か
ら
中
・
高
・
大
学

生
を
対
象
と
し
た
「
学
生

１
０
０
円
バ
ス
」
制
度
を

開
始
。
ま
た
、
一
般
客
を

対
象
に
し
た
「
一
日
乗
り

放
題
券
」
、
満

歳
以
上

70

限
定
の
「
ゴ
ー
ル
ド
パ
ス
」

な
ど
高
齢
者
や
運
転
免
許

自
主
返
納
者
が
外
出
し
や

す
い
生
活
交
通
を
確
保

し
、
路
線
バ
ス
の
利
用
拡

大
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

県
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
鶴
岡

支
部
で
は
、
昨
年

月
よ

12

り
運
転
免
許
自
主
返
納
者

と

歳
以
上
の
方
を
対
象

65
に
運
賃
が
１
割
引
き
に
な

る
タ
ク
シ
ー
料
金
割
引
制

度
（
タ
ク
シ
ー
内
で
健
康

保
険
証
、
運
転
経
歴
証
明

書
の
い
ず
れ
か
を
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
を

開
始
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
「
高
等

養
護
学
校
の
生
徒
が
利
用

す
る
の
で
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ

の
改
正
を
４
月
１
日
で
な

く
、
３
月
下
旬
ま
で
終
え

る
こ
と
が
出
来
な
い
か
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

坂
本
市
議
、
長
谷
川
市

議
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
2月15日入札分

・H29年度公衆トイレ改修工事（本町一丁目9-91外）（入札6業者
うち3業者辞退）
日栄産業(有) 8,270,000円（8,370,000円）工期～3/26（落札率93.81％）

2月9日入札分
・市立加茂水族館エントランス増築工事監理業務委託（随意契約
見積合わせ）
(株)日本設計 2,300,000円（2,766,000円）期間～3/30（落札率83.15％）

「
歴
史
的
建
造
物
、
民

家
等
の
良
さ
を
『
つ
る
お

か
住
宅｣

へ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
２
月

日
、
東
北

24

大
学
公
益
文
科
大
学
鶴
岡

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
、
つ
る

お
か
住
宅
活
性
化
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
長
の
三
浦
一
男

氏
は
、
「
若
者
新
築
支
援

事
業
と
し
て

件
の
新
築

15

住
宅
の
申
込
み
が
あ
っ

た
、
『
つ
る
お
か
住
宅
』

を
広
め
て
い
く
こ
と
は
、

住
宅
産
業
の
後
継
者
支

援
、
子
育
て
世
代
・
鶴
岡

移
住
希
望
者
へ
の
施
策
、

既
存
住
宅
の
改
善
な
ど
豊

か
な
市
民
生
活
を
支
援
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
地
域
住
宅
活
性
化
の

た
め
に
も
広
げ
て
い
き
た

い
。」
と
し
ま
し
た
。

松
井
郁
夫
氏
は
講
演
か

で
「
日
本
の
家
造
り
で
は
、

技
術
と
日
本
家
屋
の
美
し

さ
を
継
承
し
て
こ
な
か
っ

た
。
開
放
的
な
日
本
家
屋

は
冬
暖
か
く
夏
は
涼
し

い
、
職
人
技
術
を
受
け
継

ぎ
、
職
人
の
社
会
的
存
在

を
向
上
さ
せ
、
伝
統
的
技

術
を
継
承
」
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
の

神
田
順
氏
は
、
職
人
の
価

値
に
つ
い
て
触
れ
、
地
域

の
中
で
住
宅
を
つ
く
る
こ

と
の
重
要
性
を
指
摘
し
ま

し
た
。

山
形
大
学
名
誉
教
授
の

菊
間
満
氏
は
、
環
境
負
荷

を
低
減
さ
せ
環
境
を
保
全

し
つ
つ
、
雇
用
創
出
を
実

現
す
る
「
グ
リ
ー
ン
・
ジ

ョ
ブ
」
に
ふ
れ
、
「
つ
る

お
か
住
宅
」
の
地
場
産
業

と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。


